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投票へいこう！　◆◇  在外選挙制度のお知らせ  ◇◆

海外に住んでいても、日本の国政選挙（衆議院・参議院の比例区・（小）選挙区の選挙、それらの補欠選挙、再選挙）に投票出来ます。
本年夏に予定されている参議院議員通常選挙では、比例代表選挙及び選挙区選挙に投票できます。
　在外選挙制度によって投票を行うためには、在外選挙人名簿登録の申請をし「在外選挙人証」を取得する必要があります。（申請
から交付まで概ね２～３か月かかります）
  登録には、選挙管轄している在外公館の管轄区域内に３か月以上継続して居住していることが必要ですが、３か月未満の方でも、
在留届を在外公館の窓口へ提出する際などに一緒に登録申請を行うことができます（この場合、居住開始から３か月経った時点で、
在外公館から引き続き届出の住所地に居住していることを確認させていただき、手続を開始することとなります。）
既に「在外選挙人証」をお持ちで、一時帰国の際転入届けを行った場合は、在外選挙人名簿から削除されますので、再び海外への転
出届けを出した後、改めて在外選挙人名簿への登録申請手続きが必要です。

◆登録資格：　●日本国籍　●２０歳以上　●フィリピンに３ヶ月以上継続居住している方
　　　※日本国内の最終住所地で転出届を提出されていない方は、在外選挙人名簿への登録ができません。
◆登録申請に必要な書類：

「申請書」及び「申出書（同居家族による代理申請の際に必要）」は、総務省のホ－ムペ－ジからもダウンロ－ド出来ます。
◆登録場所・時間：　●マニラ総領事館（8:40 ～ 12:00、13:30 ～ 16:30）／セブ出張駐在官事務所、ダバオ出張駐在官事務所（8:40
～ 12:30、14:00 ～ 16:30）
◆在外選挙の投票方法：　●在外選挙人証をお持ちの方は、①「在外公館投票」（在外公館における直接投票です）、②「郵便投票」（在
外選挙人証をお持ちの方が、日本国内の選挙管理委員会に関係書類を送付し、直接投票用紙を請求します）、③「日本国内における投票」

（一時帰国の際に日本国内の投票方法を利用して投票することができます）、のいずれかの方法で投票できます。  
◆お問い合わせ先：在フィリピン日本国大使館領事班 02-551-5710（内線 1413）　在セブ出張駐在官事務所 032-231-7321　
　　　　　　　　　在ダバオ出張駐在官事務所 082-221-3100
在フィリピン日本国大使館ＨＰ：http://www.ph.emb-japan.go.jp/visiting/zaigai1.htm
外務省ＨＰ　http://www.mofa.go.jp/mofaj/ 　総務省ＨＰ　http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/senkyo/index.html
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①申請書（日本の最終住所地を記入しますので、
　　事前に調べておく必要があります）
②旅券（旅券が提示できない場合は、日本国又は
　フィリピン国の政府や地方公共団体が交付した
　顔写真付きの身分証明書（運転免許証、外国人
　登録証等））
③フィリピンに居住していることを確認できる書類
　（在留届を３ヶ月以上前に提出している場合は
     不要ですが、そうでない場合は、引き続き３ヶ
　月以上居住されていることを確認できる書類　
　（住宅賃貸契約書他）。なお、申請時における居
　住期間が３ヶ月未満の方は、申請時の住所を確
　認できる書類

	 申請者本人による申請

（申請者本人があらかじめ「申出書」（いわゆる委任
状）と「申請書」に同じ署名をする必要があります）

①申請書（左記①と同様）
②申請者本人の旅券（旅券以外は認められません）
③フィリピンに居住していることを確認できる書類
　（左記③と同様）
④申出書
⑤同居家族の旅券（旅券以外は認められません）

同居家族（日本国籍）による代理申請

　

１
月
２
３
日
セ
ブ
日
本
人
会

の
総
会
と
懇
親
会
が
マ
ル
コ

ポ
ー
ロ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

既
に
遅
延
し
た
総
会
懇
親
会

の
通
知
で
、
当
日
の
出
席
者
の

返
信
者
が
２
８
名
と
非
常
に
少

な
く
会
場
設
営
に
は
苦
慮
し
て

お
り
ま
し
た
、
そ
れ
で
も
午
後

６
時
、
４
０
名
が
ご
参
集
い
た

だ
き
や
れ
や
れ
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
開
会
６
時
１
５
分

に
は
６
０
名
を
超
え
急
遽
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
を
増
や
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
出
席
者
６
４
名
特

別
講
演
３
名
合
計
６
７
名
と
な

る
盛
況
で
し
た
。

　　

総
会
が
や
や
遅
れ
ま
し
た
が

７
時
１
５
分
終
了
食
事
時
間

２
０
分
と
し
ま
だ
お
食
事
中
で

も
あ
り
ま
し
た
が
、
空
手
の
演

技
の
披
露
、
８
時
丁
度
、
本
日

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
マ

ニ
ラ
よ
り
お
い
で
頂
い
た
日
本

国
大
使
館
医
務
官
臼
田
先
生
の

病
気
と
健
康
に
つ
い
て
の
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
り
丁

寧
な
説
明
講
演
に
参
加
者
も
非

常
に
目
と
耳
を
傾
け
熱
心
に
拝

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
９

時
に
講
演
は
終
わ
っ
た
の
で
す
が

あ
と
か
ら
き
り
の
無
い
質
問
に
も

丁
寧
な
お
応
え
を
賜
り
ま
し
た
、

そ
ん
な
こ
と
か
ら
定
刻
９
時
終
了

が
９
時
３
０
分
に
も
な
っ
て
し
ま

い
、
ホ
テ
ル
の
方
も
表
で
待
機
し

て
い
る
状
況
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
。

　　

思
え
ば
昨
年
１
１
月
１
９
０
名

と
激
減
し
た
会
員
数
と
な
り
大
変

心
配
を
致
し
ま
し
た
が
、
会
員
増

強
に
役
員
一
同
奮
闘
し
て
参
り
ま

し
た
が
お
陰
さ
ま
で
１
月
総
会
時

点
で
は
２
１
５
名
、
２
月
２
０
日

現
在
で
は
２
４
３
名
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
セ
ブ
在
住
の

日
本
人
の
方
々
の
ご
声
援
を
い
た

だ
き
ご
承
認
を
い
た
だ
い
た
こ
と

と
感
謝
致
し
ま
す
。

　

既
に
セ
ブ
島
通
信
１
１
月
号
、

本
年
１
月
号
で
ご
案
内
致
し
ま
し

た
が
、
今
後
も
各
種
行
事
を
ど
ん

ど
ん
と
実
行
致
し
ま
す
、
何
卒
ご

理
解
を
頂
き
更
な
る
努
力
を
致
し

ま
す
、
皆
様
も
是
非
各
種
イ
ベ
ン

ト
、
行
事
に
ご
理
解
を
賜
り
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

定
時
総
会
の
報
告
と
御
礼

セ
ブ
日
本
人
会　

会
長　

石
田　

武
司

セ
ブ
日
本
人
会
の
総
会
と
懇
親
会

　

セ
ブ
、
ビ
サ
ヤ
ン
地
域
に
は
日

本
国
大
使
館
セ
ブ
駐
在
官
事
務
所

に
在
留
邦
人
届
を
提
出
さ
れ
た
方

が
現
在
で
は
２
３
０
０
名
を
超
え

て
お
り
ま
す
、
ち
な
み
に
５
年
前

に
は
お
よ
そ
１
１
０
０
名
で
し

た
。

　

日
本
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
０
キ

ロ
離
れ
た
こ
の
セ
ブ
地
域
で
ま
ず

安
全
で
平
和
な
そ
し
て
内
容
豊
か

に
暮
ら
す
こ
と
は
皆
様
と
共
に
友

情
を
暖
め
、
最
新
情
報
を
交
換
し

親
睦
会
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
と
考
え

ま
す
。

　

第
一
回
セ
ブ
在
住
日
本
人
懇
親

会
が
２
０
０
５
年
３
月
２
６
日
に

日
本
人
会
事
務
所
で
行
わ
れ
て
早

５
年
と
も
な
り
、
セ
ブ
日
本
人
会

が
中
心
と
な
っ
て
セ
ブ
に
在
住
す

る
日
本
人
の
方
々
と
親
し
く
友
情

と
深
め
お
互
い
ご
挨
拶
が
で
き
れ

ば
と
こ
の
よ
う
な
企
画
を
致
し
ま

し
た
。

　　

こ
の
度
は
ご
多
忙
中
の
と
こ
ろ

無
理
を
お
願
い
し
て
マ
ニ
ラ
よ
り

医
師
、
小
栗
先
生
に
講
演
を
お
願

い
し
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
特
に
セ
ブ
の
デ
ン
グ
熱
、
ア

メ
ー
バ
ー
赤
痢
に
つ
い
て
講
演
を

頂
き
ま
す
。
ま
た
皆
様
の
お
悩
み

の
医
療
相
談
も
質
疑
応
答
で
可
能

で
御
座
い
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
日
本
人
会
の
入
会

勧
誘
目
的
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
。

セ
ブ
在
住
日
本
人
が
“
親
し
く
”

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。　

　

日
本
人
会
の
会
員
以
外
の
方
も

歓
迎
で
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

　

懇
親
会
も
色
々
な
方
と
の
、
ご

挨
拶
、
交
流
、
ご
歓
談
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
御
座
い

ま
す
。

　

セ
ブ
日
本
人
会

　
　
　
　
　

会
長　

石
田　

武
司

＜日時＞２０１０年３月２７日（土）
　　　午後５時００分～午後８時３０分
　　　（受付登録４時４５分）
開会、紹介：５時００分
医療講演：５時１５分～６時１５分
夕食、懇親会：６時３０分 ~ ８時３０分

＜場所＞　ホテル　エイシア　　
セブ市内　オスメニアサークルの近く
ＴＥＬ：０３２　２５５―８５３６

＜参加費＞　１名　５００ペソ　
　( 飲み物、酒類ご持参、歓迎です。
　ご家族での参加もなんら支障は御
　座いません )
＜お願い＞　飲食の手配をする為、　
　　　出席の方は必ずご連絡下さい。
＜連絡先＞ホテルエイシア　マチコ
　　　０９１８－９８５－８４４１
　　　日本人会　会長　石田　
　　　０９１８―９１２―３２３３

■ セブ在住日本人　懇親会　日程 ■

次
回　

セ
ブ
在
住
日
本
人

懇
親
会
の
お
知
ら
せ

【3 月】
26 日　補修校卒業式
27 日　マニラより巡回
　　　 健康診断
27 日　懇親会

【4 月】
10 日　補修校入学式

【5 月】
12 日　会員連絡会

【6 月】
9 日　日本人会ゴルフ
　　　大会

【7 月】
（詳細未定）日本人会、

商工会議所合同ゴルフ
大会（大使杯）
24 日　マニラより巡回
　　　 健康診断
24 日　懇親会

【8 月】
15 日　戦没者慰霊祭

セブ日本人会　行事予定表

【9 月】
1 日　緊急連絡網によ
　　   る実施訓練
23 日 セブ日本人墓地
　　　墓参り

【10 月】
初旬　大運動会
14 日　会員連絡会

【11 月】
初旬　ゴルフ大会
20 日    マニラより巡回
　　　健康診断　

【12 月】
詳細未定　忘年会

【2011 年 1 月】
初旬　餅つき・バザー
初旬　賀詞交換会
下旬　年次総会
30 日 日本語スピーチ
　　　コンテスト

総会でも発表をさせていただきましたが、
今後は「行事を充実させる」との指針の元、
下記の通り行事を計画いたします。
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２
０
１
０
年
の
年
頭
を
飾
る
日

本
人
会
の
行
事
「
賀
詞
交
歓
会
」

が
１
月
８
日
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
ホ
テ

ル
で
セ
ブ
駐
在
官
事
務
所
、
セ
ブ

日
本
人
商
工
会
議
所
、
セ
ブ
日
本

人
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
セ
ブ
駐
在
官
事
務
所
の

岡
島
俊
夫
所
長
よ
り
、
ご
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
日
本
人
会

の
新
し
い
会
長
の
石
田
よ
り
、
日

本
人
会
の
発
展
の
た
め
の
方
針
な

ど
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

会
は
た
く
さ
ん
の
食
べ
物
と
飲

み
物
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
盛
況
の

中
終
了

し
ま
し

た
。

セブの食材

その２ サヨテ

２
０
１
０
年

　
　

賀
詞
交
歓
会

    思いっきり日本語を話しませんか！ ? 
ー懇親会を行いますー 

　2 月 21 日、セブ市内で日本人会主催の懇親会が開かれ、50

人以上の参会者が楽しいおしゃべりと各家庭持ち寄りの料理を

楽しみました。 今回はトライアルと言うことで関係者が中心で

したが、予想の 2 倍以上の参加者に石田会長もびっくり。  皆さ

んが日本語で心の底から思いの丈を発露、日ごろのストレスを

発散していました。

　セブ在住の日本人は３０００人と言われます。 しかし、なか

なか日本人同士で話す機会に恵まれていないのが現状ではない

でしょうか。 日本人会にも時々「どこで日本人と会えますか。」、

「日本人と話したい。」といったお問い合わせをいただきます。 

種々の環境に恵まれたセブで、これは深刻な問題だと思います。 

　今後、日本人会は定期的にセブ在住日本人を対象に気楽にお

し ゃ べ り を 楽 し む

会を各地で開催して

いきます。 セブ島

通信紙上の情報を参

照、または日本人会

にお問い合わせくだ

さい。

　　　　　　蝶谷

　

一
月
二
十
三
日
現
在
の
正
会

員
数
二
百
十
四
名
に
対
し
、
正

会
員
出
席
者
四
十
ニ
名
、
委
任

状
九
十
八
通
、
合
計
百
四
十
名

と
な
り
定
足
数
百
七
名
が
満
た

さ
れ
た
為
決
議
成
立
と
な
っ

た
。

①2
0
0
9

年
活
動
報
告
（
川
澄

前
会
長

②2
0
0
9

年
度
会
計
報
告
（
竹

原
会
計
担
当
理
事
、
監
査
人
平

澤
氏
）

③
質
疑
応
答　

2
0
0
9

年
度
期

末
繰
越
金
は
い
つ
の
時
点
の
金

額
か
？
（
渡
辺
邦
雄
氏
質
問
）

　

2
0
0
9

年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
の
残
高
で
あ
る
。
（
竹
原

会
計
担
当
理
事
回
答
）

●
決
議
結
果　

賛
成
多
数
で
承

認　①2
0
1
0

年
活
動
予
定
（
石
田

新
会
長
）

②
予
算
案
承
認
（
竹
原
会
計
担

当
理
事
）

③
質
疑
応
答　

１
、
四
月
、
五
月
に
子
ど
も
が

参
加
で
き
る
よ
う
な
行
事
を
計

画
し
て
も
ら
え
な
い
か
？
（
大

野
明
夫
氏
質
問
）　

な
に
か
で

き
る
よ
う
理
事
会
で
検
討
す

る
。
（
石
田
会
長
回
答
）

２
、
一
般
予
算
と
行
事
予
算
の

口
座
を
分
離
す
る
と
の
事
だ
が
、

そ
の
場
合
、
一
般
予
算
預
金
口
座

は
期
中
に
資
金
シ
ョ
ー
ト
を
お
こ

す
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
（
米
山
謙
氏
質
問
）
可
能
性

と
し
て
は
あ
る
が
、
突
然
起
き
る

も
の
で
は
な
い
の
で
、
事
前
に
対

応
を
検
討
し
た
い
。
（
竹
原
会
計

担
当
理
事
）

●
決
議
結
果　

賛
成
多
数
で
承
認

会
則
改
正
案　

（
提
案
者　

坂
田

理
事
）

　

変
更
点
の
要
点

１
、
個
人
会
員
の
入
荷
要
件
か
ら

「
査
証
の
コ
ピ
ー
の
提
出
」
が
削

除
。

２
、
特
別
会
員
の
う
ち
「
臨
時
会

員
」
と
い
う
区
分
を
削
除

３
、 

各
理
事
の
役
割
分
担
の
変
更

４
、
推
薦
理
事
の
人
数
を
二
名
か

ら
若
干
名
に
変
更

５
、
顧
問
職
を
削
除

６
、
選
挙
後
の
臨
時
理
事
会
開
催

日
程
と
公
示
日
程
に
つ
い
て
指
定

期
間
を
変
更

*
 

改
正
後
の
会
則
は
セ
ブ
日
本
人

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
日
本
人
会

事
務
所
で
入
手
可
能
。

●
決
議
結
果　

賛
成
多
数
で
承
認

個
人
情
報
公
開
の
是
非
に
つ
い
て

（
提
案
者　

新
留
理
事
）

 

個
人
情
報
の
公
開
に
つ
い
て　

公
開
で
き
る
情
報
の
項
目
を
会
員

各
自
で
決
め
て
も
ら
う
こ
と
を
前

提
に
、
会
員
に
開
示
す
る　

●
決
議
結
果　

賛
成
多
数
で
承
認

１
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
意
味
で

以
前
よ
り
懇
親
会
の
開
催
を
呼
び

か
け
て
い
る
が
、2

0
0
9

年
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
人
会
は
懇

親
会
を
行
わ
な
い
の
か
？
（
渡
辺

邦
夫
氏
質
問
）
理
事
会
は
今
後
会

員
及
び
セ
ブ
在
住
法
人
の
親
睦
を

積
極
的
に
支
援
す
る
方
針
で
あ

り
、
年
に
数
回
の
懇
親
会
も
行
う

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
理
事
会
で

具
体
的
な
日
程
を
決
め
連
絡
す

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上　

定
時
総
会
決
議
事
項
報
告

定
足
数
確
認

四
号
議
案

そ
の
他
の
質
疑
応
答

一
号
議
案　

三
号
議
案　

二
号
号
議
案

　　

日
本
の
ス
ー
バ
ー
に
行
く
と
、

ビ
ニ
ー
ル
パ
ッ
ク
入
り
の
ぬ
か

床
が
手
に
入
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
密
封
容
器
に
移
し
て

冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
と
、
う

ま
く
使
え
ば
１
年
以
上
自
家
製

の
ぬ
か
漬
け
を
楽
し
め
ま
す
。

　

時
々
塩
を
足
す
他
は
、
野
菜

の
出
し
入
れ
の
と
き
に
全
体
を

ぐ
る
ぐ
る
と
か
き
回
し
て
お
く

だ
け
で
、
手
入
れ
も
簡
単
で
す
。

　

野
菜
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す

が
、3

日
か
ら1

週
間
く
ら
い

で
食
べ
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

問
題
は
野
菜
か
ら
出
る
水
で
、

白
菜
や
大
根
を
漬
け
て
い
る
と

ぬ
か
床
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て

き
て
、
ぬ
か
床
の
寿
命
が
短
く

な
り
ま
す
。
白
菜
や
大
根
の
ぬ

か
漬
け
は
お
い
し
い
の
で
、
古

く
な
っ
た
ぬ
か
床
を
処
分
す
る

前
に
使
っ
た
ら
ど
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
我
慢

し
て
、
水
気
の
出
に
く
い
野
菜

を
選
ん
で
漬
け
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
う
ま
く
い
っ
て
気
に
っ

て
い
る
野
菜
の
ひ
と
つ
が
サ
ヨ

テ
で
す
。

　

セ
ブ
に
は
日
本
の
様
な
野
菜

の
旬
が
な
く
、
何
時
も
同
じ
顔

ぶ
れ
の
野
菜
が
売
り
場
に
並
ん

で
い
ま
す
。
ま
あ
、
今
は
日
本

で
も
ハ
ウ
ス
栽
培
の
野
菜
や
輸

入
野
菜
で1

年
を
通
じ
て
手
に

入
る
野
菜
が
多
い
の
で
、
似
た

よ
う
な
も
の
と
は
い
え
ま
す

が
。

　

サ
ヨ
テ
は
日
本
に
は
無
い
野

菜
で
す
が
、
セ
ブ
で
は
い
つ
も

の
顔
触
れ
の
ひ
と
つ
で
す
。
薄

緑
色
を
し
た
下
ぶ
く
れ
の
不
格

好
な
実
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
並
べ
ら

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
瓜
の
仲
間

だ
と
思
い
ま
す
が
、
堅
く
て

ず
っ
し
り
と
重
い
野
菜
で
す
。

　

ス
ー
プ
の
具
に
す
る
の
が
普

通
の
食
べ
方
で
、
皮
を
む
い
て

種
を
取
り
除
き
、
一
口
大
に

切
っ
た
も
の
を
、
肉
や
他
の
野

菜
と
一
緒
に
煮
ま
す
。
火
が
通

る
と
堅
か
っ
た
実
が
柔
ら
か
く

な
っ
て
口
当
た
り
が
良
く
、
出

汁
を
吸
い
込
ん
で
大
変
お
い
し

く
な
り
ま
す
。

　

サ
ヨ
テ
自
体
に
は
味
ら
し
い

味
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
食
感
と

出
汁
の
味
を
楽
し
む
日
本
日
本

料
理
に
は
持
っ
て
来
い
の
食
材

で
、
冬
瓜
を
堅
め
に
し
た
と
野

菜
と
い
え
ば
味
を
想
像
し
て
い

た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ぬ
か
漬
け
に
す
る
に
は
、4

等
分
位
に
縦
に
細
長
く
切
っ
て

使
い
ま
す
。

　

大
根
よ
り
も
堅
い
の
で
、
美

味
し
く
な
る
の
は1

週
間
以
上

経
っ
て
か
ら
で
す
。
食
べ
る
と

き
に
３
ミ
リ
ほ
ど
に
薄
く
ス
ラ

イ
ス
す
る
と
、
パ
リ
パ
リ
と
し

て
大
根
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

２
週
間
も
漬
け
て
お
く
と
柔

ら
か
く
な
り
ま
す
の
で
、
好
み

の
時
期
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

　

ニ
ン
ジ
ン
と
サ
ヨ
テ
で
紅
白

の
ぬ
か
漬
け
を
作
る
と
見
た
目

も
楽
し
め
ま
す
。
ど
ち
ら
も
水

が
あ
ま
り
出
な
い
の
で
お
薦
め

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

薬
丸
岳
春

サ
ヨ
テ
の

ぬ
か
漬
け
を
楽
し
む

サヨテはマーケットでは
ひとつ 10 ペソ以下で買える

とっても安価な食材
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一
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ

た
セ
ブ
日
本
人
会
定
時
総
会
に

お
い
て
は
、
昨
年
を
大
幅
に

上
回
る
六
十
名
以
上
の
会
員
の

参
加
を
見
、
会
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
関
心
や
期
待
が
高
い
事
を

再
認
識
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

セ
ブ
日
本
人
会
の
会
則
に

は
「
会
員
相
互
の
親
睦
」
が
大

き
く
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

十
一
月
以
来
「
開
か
れ
た
日
本

人
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
石
田

新
会
長
の
も
と
新
た
に
選
出
さ

れ
た
十
名
の
理
事
は
皆
さ
ん
の

ご
期
待
に
沿
う
べ
き
企
画
を
打

ち
た
て
、
既
に
実
施
、
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
百
九
十
名
ま
で
減

少
し
た
会
員
数
は
、
こ
の
二
ヶ

月
余
で
二
百
五
十
名
目
前
に
ま

で
回
復
し
ま
し
た
。

　

こ
の
数
字
は
会
員
の
皆
さ
ん

が
我
々
の
活
動
に
ご
理
解
を
示

さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
「
試
用

期
間
」
と
し
て
厳
し
い
目
で
観
察

さ
れ
て
い
る
、
喜
び
と
と
も
に
そ

の
責
任
の
重
さ
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感

じ
る
毎
日
で
す
。

　

近
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

展
、
普
及
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の

登
場
な
ど
に
よ
り
こ
の
セ
ブ
で
も

得
ら
れ
る
情
報
が
格
段
に
増
加
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
多
く
の
情
報
を
瞬
時
に
手
に

入
れ
ら
れ
る
反
面
、
過
っ
た
情
報

が
氾
濫
し
や
す
い
こ
と
も
事
実
で

す
。

　

例
え
ば
医
者
や
弁
護
士
の
悪
評

を
書
け
ば
誹
謗
中
傷
と
さ
れ
名
誉

毀
損
騒
ぎ
に
な
り
か
ね
ず
、
逆
に

「
だ
れ
そ
れ
が
良
い
」
と
書
け
ば

「
利
害
関
係
で
も
あ
る
の
か
。
」
と

思
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
匿

名
性
の
弊
害
で
根
拠
の
な
い
情
報

も
少
な
く
な
い
為
、
信
頼
の
置
け

る
情
報
は
結
局
、
口
コ
ミ
と
い
う

事
に
な
り
勝
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
口
コ
ミ
情
報
を
得
た

く
て
も
、
友
人
、
知
人
が
少
な
け

れ
ば
得
ら
れ
る
量
や
質
は
限
ら
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
知
り
合
い
を
増

や
す
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
人
会
に
も
「
ど
こ

で
日
本
人
に
会
え
る
の
か
。
」
と

い
っ
た
お
問
い
合
わ
せ
が
来
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
の
中

で
在
住
邦
人
が
当
会
に
期
待
す
る

役
割
も
変
化
し
て
お
り
、
我
々
日

本
人
会
も
そ
れ
に
沿
っ
た
活
動
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

現
代
は
「
個
性
の
時
代
」
と
も

言
わ
れ
、
十
人
集
ま
れ
ば
十
通
り

の
考
え
が
あ
り
、
組
織
が
大
き
く

な
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
会
員
の
意
見

を
集
約
し
実
施
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
ま
す
。

　

日
本
人
会
も
強
い
方
向
性
を
示

せ
ば
、
賛
同
者
の
協
力
が
強
く
な

る
一
方
で
、
そ
の
方
向
に
馴
染
ま

な
い
人
が
増
え
て
し
ま
う
と
い
う

ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
ブ
在
住
邦
人
は
三
千
人
程
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
商
工
会
、J

A
T
I
C

、X
-
1

ク

ラ
ブ
、
ス
ミ
レ
会
、
南
国
暮
ら
し

の
会
等
各
種
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
特
徴
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
情
報
交
換
や
イ
ベ

ン
ト
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
会
は
今
後
、
こ
れ
ら
の

会
の
皆
さ
ん
と
緊
密
な
連
携
を
取

り
、
「
豊
か
で
安
心
で
き
る
セ
ブ

暮
ら
し
」
実
現
の
た
め
の
補
完
関

係
を
構
築
す
る
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
各
グ
ル
ー
プ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
広
が
り
、
そ
の
中

で
多
く
の
人
々
の
出
会
い
が
生
ま

れ
ま
す
。

　

日
本
人
会
は
そ
の
よ
う
な
活
動

を
行
い
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
数

あ
る
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
の
一
つ
と

し
て
特
色
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
や
特

典
を
会
員
に
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

　

例
え
ば
「X

-
1

ク
ラ
ブ
と
い
う

グ
ル
ー
プ
が
毎
月
野
球
を
や
っ
て

い
る
ら
し
い
。
」
と
い
う
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
得
た
方
が
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
周
囲
にX

-
1

ク
ラ
ブ
の
事
を
知
っ
て
い
る
人
も

お
ら
ず
、
「
ど
ん
な
グ
ル
ー
プ
な

の
か
。
」
「
ど
う
し
た
ら
参
加
で
き

る
の
か
。
」
と
い
う
場
合
、
日
本

人
会
を
利
用
す
れ
ば
正
確
な
情
報

を
簡
単
に
得
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ン
グ
熱
で
緊
急
輸
血

が
必
要
に
な
り
、
ド
ナ
ー
を
探
す

時
、
各
グ
ル
ー
プ
が
連
絡
を
取
り

あ
っ
て
協
力
者
を
探
す
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。

　

法
律
も
習
慣
も
違
う
外
国
に
住

む
我
々
が
、
安
心
し
て
豊
か
に
暮

ら
せ
る
よ
う
な
る
為
に
、
我
々
日

本
人
会
は
各
会
と
協
力
し
、
正
し

い
情
報
と
友
好
の
輪
を
広
げ
る
役

割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
邦
人
の
皆
さ
ん
の
叱
咤

激
励
と
ご
協
力
が
必
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

前
頁
の
お
知
ら
せ
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
三
月
二
十
七
日
、
日
本

人
会
主
催
で
セ
ブ
在
住
日
本
人
懇

親
会
が
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
は
セ
ブ
に
在
住
す
る
皆
さ

ん
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
会
員
、
非
会
員
を
問

わ
ず
、
広
く
ご
参
加
い
た
だ
き
、

今
後
本
格
的
に
始
ま
る
大
き
な
う

ね
り
を
創
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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・ 当地ご到着後不慣れな現地での食材探し

・ 家具、日用雑貨等のお買い物のお手伝い

何でもご相談下さい。お待ち申し上げます。

変わりつつある
　セブ日本人会の役割
　　　　　 セブ日本人会　理事　坂田浩幸

　

ド
マ
ゲ
テ
ィ
ー
在
住
の
大

野
昭
夫
と
申
し
ま
す
。

　

２
月
３
日
の
マ
ニ
ラ
新
聞

の
記
事
を
ご
覧
の
か
た
は
、

わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
国

籍
法
１
２
条
で
結
婚
後
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
生
ま
れ
３
ヶ
月
以

内
に
大
使
館
、
ま
た
は
日
本

の
役
所
に
子
供
の
出
生
届
け

を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
日
本

国
籍
を
失
う
こ
と
は
ご
存
知

事
と
は
思
い
ま
す
。
私
も
後

で
知
り
ま
し
た
。
恥
か
し
い

話
で
す
が
、
お
や
の
不
注
意

で
子
供
に
は
落
ち
度
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

私
の
長
女(

８
歳
）
も
こ

の
ケ
ー
ス
で
日
本
国
籍
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ビ
サ
ヤ
地
域
で

同
じ
様
な
悩
み
を
お
持
ち
の

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　

何
か
を
し
な
け
れ
ば
こ
の
ま

ま
で
す
。
実
際
に
ど
れ
だ
け
の

方
々
が
い
る
の
か
さ
え
も
わ
か

ら
な
い
状
況
で
す
。
よ
ろ
し
け

れ
ば
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
ま
せ

ん
か
？

　

子
供
に
日
本
国
籍
を
と
考
え

た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
？ 

よ
ろ
し
け
れ
ば
連
絡
を

く
だ
さ
い
。 

電
話
番
号　

０
３
５
・
４
２
２
・
６
７
６
４

携
帯
番
号　

０
９
０
・
６
５
８
４
・
６
５
０
６ 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

大
野　

昭
夫

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
の
日
本
国
籍

取
得
つ
い
て　

投稿記事
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「
私
」
に
感
謝
す
る

　

私
た
ち
ぐ
ら
い
の
年
代
っ
て
、

自
意
識
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ

て
く
る
頃
で
す
。
み
ん
な
大
好

き
な
流
行
の
こ
と
で
頭
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
パ
ー
マ
、
ス
ト
パ
ー
、

メ
イ
ク
に
整
形
手
術
ま
で
。

　

今
じ
ゃ
誰
で
も
簡
単
に
、
自

分
の
ほ
し
い
「
う
つ
く
し
さ
」

を
手
に
入
れ
ら
ま
す
。
み
ん
な

バ
ー
ビ
ー
や
ケ
ン
み
た
い
に
な

り
た
が
っ
て
る
ん
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
。
こ
ん

な
話
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
私
た
ち
は
誰
か
を
幸
せ
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
と
に

か
く
、
ま
ず
は
、
自
分
自
身
が
、

幸
せ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
の
欠
点
を
な

お
す
の
に
、
長
い
時
間
を
か
け
ま

す
。
そ
れ
が
ま
る
で
病
気
か
何
か

み
た
い
に
。
で
も
、
本
当
は
、
幸

せ
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
自
分

の
「
欠
点
」
を
愛
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
の
外
見
に
は
、

た
く
さ
ん
お
金
を
つ
か
い
ま
す
。

で
も
、
心
に
投
資
す
る
人
は
あ
ま

り
い
ま
せ
ん
。

　

ア
ジ
ア
で
は
白
い
肌
と
ブ
ロ
ン

ド
ヘ
ア
ー
、
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
焼
け
た
肌
と
き
れ
い

な
黒
髪
。
人
は
持
っ
て
生
ま
れ
た

も
の
に
満
足
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
鼻
を
直
す
。
シ
リ
コ
ン
を

入
れ
て
乳
房
を
大
き
く
す
る
。
お

腹
を
平
ら
に
す
る
た
め
脂
肪
を
吸

引
す
る
、
な
ど
な
ど
・
・
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム

で
は
、
そ
ん
な
こ
と
が
毎
日
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
、
他

の
み
ん
な
に
、
自
分
の
美
し
さ
を

認
め
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
る
。

　

ま
る
で
み
ん
な
、
今
の
自
分
に

は
何
に
も
価
値
が
な
い
と
思
っ
て

い
る
み
た
い
。

　

で
も
、
態
度
と
か
、
も
っ
と
人

の
印
象
を
、
大
き
く
左
右
す
る
も

の
っ
て
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。
そ
れ
に
、
美
し
さ
は
永
遠
じ
ゃ

な
い
け
ど
、
性
格
と
か
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
っ
て
ず
っ
と
持
っ
て
い
ら
れ

る
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

わ
た
し
も
流
行
を
追
う
の
は
好

き
で
す
。
み
ん
な
の
好
き
嫌
い
に

合
わ
せ
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

で
も
あ
る
と
き
、
気
づ
い
た
ん

で
す
。
ど
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人

に
愛
さ
れ
て
も
、
私
が
そ
の
人
た

ち
を
愛
さ
な
き
ゃ
、
意
味
が
な

い
っ
て
。

　

だ
っ
て
、
気
持
ち
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
見
合
っ
た
も
の
を
交
換
し
て

い
る
わ
け
で
し
ょ
う
。
捨
て
ら
れ

る
も
の
は
何
も
な
い
で
す
よ
ね
。

　

友
達
や
家
族
に
よ
っ
て
、
愛
さ

れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
「
私
」
。

そ
の
「
私
」
に
、
こ
の
私
は
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
人
の

愛
を
ほ
し
が
っ
て
ば
か
り
い
て
も

し
ょ
う
が
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

他
の
人
の
言
う
幸
せ
で
は
な
く

て
、
自
分
自
身
の
幸
せ
が
何
な
の

か
、
し
っ
か
り
考
え
て
そ
の
た
め

に
頑
張
る
。

ザ
・
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ

　

「
こ
の
世
で
最
も
貴
重
な
物
は

タ
ダ
で
す
」
と
い
う
言
葉
は
、
聞

い
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

あ

な
た
は
、
こ
の
言
葉
を
信
じ
て
い

ま
す
か
？ 
家
族
や
友
達
と
時
間

を
過
ご
し
た
り
、
精
一
杯
笑
っ
た

り
、
よ
い
眠
り
を
し
た
り
す
る
こ

と
な
ど
は
、
全
て
タ
ダ
で
す
。

　

こ
の
間
、
お
母
さ
ん
は
心
臓
疾

患
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な

こ
と
に
、
医
療
費
は
タ
ダ
で
は
な

く
、
す
ご
く
お
金
が
必
要
な
ん
で

す
。

　

幸
運
に
も
、
お
母
さ
ん
の
病
気

は
軽
症
で
し
た
。
こ
れ
で
、
「
人

間
万
事
塞
翁
が
馬
」
と
い
う
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
の
で
、
「
シ
ン

プ
ル
に
生
き
よ
う
」
と
決
心
し
ま

し
た
。

　

お
金
が
稼
げ
る
よ
う
に
な
る
に

つ
れ
て
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な

不
要
な
物
を
買
い
が
ち
で
す
。
部

屋
の
片
隅
に
埃
が
溜
ま
っ
て
い
る

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
の
お
も

ち
ゃ
、
使
っ
て
い
な
い
電
気
蚊
取

り
器
や
殆
ど
履
か
な
い
靴
．
．
．
我

が
家
は
ご
み
が
溜
ま
る
ば
か
り
で

す
。

　

こ
の
数
年
は
買
い
物
を
す
る
度

に
、
ま
っ
た
く
同
じ
特
徴
や
機
能

を
持
っ
て
い
る
安
い
物
よ
り
、
高

い
ほ
う
の
商
品
を
買
う
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
自
分
の
プ

ラ
イ
ド
で
そ
う
し
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
は
シ
ン
プ
ル
な
生

活
で
も
人
生
は
十
分
に
楽
し
め
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

田
舎
へ
帰
る
と
、
両
親
の
シ
ン

プ
ル
な
生
活
に
感
心
し
ま
し
た

よ
。
あ
そ
こ
で
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、

半
ズ
ボ
ン
と
ス
リ
ッ
パ
で
友
人
の

家
を
訪
ね
て
時
間
を
潰
す
お
父
さ

ん
、
そ
し
て
向
こ
う
で
、
庭
造
り

と
韓
国
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
友
達
と

議
論
す
る
お
母
さ
ん
は
、
一
日
一

日
を
味
わ
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　

日
本
は
、
「
禅
」
の
考
え
方
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
持
ち
物
を

最
少
化
し
、
自
然
を
満
喫
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
考
え
方
に
は
、
長

所
が
実
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

楽
し
め
る
空
間
が
増
え
、
心
配

す
る
物
が
減
り
、
持
っ
て
い
る
物

を
最
大
限
に
活
か
せ
、
そ
し
て
不

況
の
今
は
お
金
の
節
約
も
で
き
ま

す
。

　

人
生
は
一
時
的
な
も
の
で
、
い

つ
終
わ
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ど
う
や
れ
ば
こ
の
世
で
の
限
ら
れ

た
時
間
を
満
喫
で
き
る
で
し
ょ
う

か
？

　

中
国
の
偉
大
な
哲
学
者
・
孔
子

の
言
葉
に
、
「
生
活
是
很
簡
單
、

但
我
們
堅
持
使
複
雜
的
」
「
人
生

は
本
来
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
そ
れ

を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
我
々
人

間
な
の
だ
。
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
忘
れ
が
ち
な
、
人
生
の
素

朴
な
楽
し
み
を
も
う
一
回
思
い
出

し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
自
身
を
「
適
度
に
」
愛
す

る
こ
と
は
悪
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
と

思
い
ま
す
。
ナ
ル
シ
ス
ト
に
な
り

過
ぎ
た
っ
て
も
ち
ろ
ん
駄
目
で

す
。
こ
こ
ろ
が
幸
せ
な
ら
、
自
然

に
人
は
成
長
し
、
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
他
の

誰
か
に
な
る
た
め
に
時
間
を
無
駄

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
人
生
に

は
自
分
を
憎
む
暇
な
ん
て
あ
り
ま

せ
ん
。
人
生
を
謳
歌
し
、
今
を
生

き
よ
う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ン
部
門

　
　
　
　

第
１
位

オ
ー
プ
ン
部
門

　
　
　
　

第
２
位

Angeli Saromines さん

Chester Go さん
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第 8 回セブ日本語弁論大会
総評　

　今年で第 8 回目を迎えたセブ日本語弁論大会が 1 月 30 日（土）
SM にて開催されました。
　今回は社会人部門、オープン部門合わせて 15 名が多種多様
なテーマで個性溢れるスピーチを披露し、観客を楽しませてく
れました。今大会は前大会の入賞者、リピーターの活躍が目立っ
た大会でもありました。　　その結果、社会人部門第１位はマ
リア　ロザールさん（Advanced World Systems）の「迷信」、
オープン部門第１位はアンジェリ　サロミネスさん（Alliance 
Software）の「私に感謝する」に決定しました。また僅差で第
2 位になったチェスター　ゴーさん（NEC Telecom Software）「ザ
･ シンプル・ライフ」を含む 3 名が、第 37 回日本語弁論大会
マニラ本選に臨みましたが、残念ながら入賞は逃しました。健
闘してくれた 3 人に温かい拍手をお願いいたします。
　今後もこの大会が益々盛り上がっていくよう努力して参りま
すので、皆様のご支援・ご協力をお願い致します。
　尚、今大会開催にあたり多くの皆様に温かいご寄付を頂きま
した。この場をお借りし心より御礼申し上げます。　　　
　　　　　　　　　　　　　セブ日本語弁論大会　実行委員会

『
迷
信
』

　

み
な
さ
ん
は
迷
信
を
信
じ
ま

す
か
。
ど
ん
な
迷
信
な
ら
信
じ

ら
れ
ま
す
か
。
迷
信
を
信
じ
た

い
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す

か
。
ど
の
国
で
も
、
迷
信
を
信

じ
な
い
と
、
よ
く
な
い
こ
と
が

起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

迷
信
は
ど
こ
で
、
だ
れ
が
言
い

始
め
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
昔
か
ら
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
文
化
の
一
部
に
な
り
ま
し
た
。

迷
信
を
信
じ
て
い
る
人
は
こ
の
現

代
社
会
で
も
い
ま
す
。

　

で
は
こ
こ
で
、
日
本
と
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
新
年
に
関
す
る
迷
信
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
「1

2

月3
1

日
の
夜
遅
く
に
丸
い
果
物
を1

2

個
食
べ
て
、
家
中
に
細
か
い
お
金

を
ま
き
、
窓
を
開
け
た
ま
ま
新
年

を
迎
え
る
と
、
い
い
年
に
な
る
」

と
い
う
迷
信
が
あ
り
ま
す
。
私
が

子
供
の
頃
の
こ
と
で
す
。
母
は
私

に
お
金
を
ま
く
よ
う
に
言
い
ま
し

た
。
私
は
「
ど
う
し
て
私
が
そ
ん

な
こ
と
、
し
な
き
ゃ
い
け
な
い

の
？　

明
日
ま
た
私
が
そ
の
お
金

を
拾
い
集
め
る
ん
で
し
ょ
う
？
面

倒
く
さ
い
な
あ
」
と
言
い
ま
し
た
。

母
は
笑
顔
で
「
来
年
が
も
っ
と
い

い
年
に
な
る
よ
う
に
、
お
願
い
ね
」

と
言
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
「
一
富
士
、
二
鷹
、

三
な
す
び
」
と
言
っ
て
、
初
夢
に

富
士
山
、
鷹
、
な
す
び
を
見
る
と
、

縁
起
が
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
何
か
本
当
に
い

い
こ
と
が
起
こ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
い
年
を
迎
え
た
い

気
持
ち
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
日
本

人
も
同
じ
で
す
。
人
間
は
希
望
を

持
っ
て
生
き
て
い
ま
す
か
ら
、
も

し
迷
信
が
な
か
っ
た
ら
、
も
し
迷

信
を
信
じ
な
か
っ
た
ら
、
人
間
は

希
望
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は

い
い
未
来
の
た
め
に
迷
信
を
信
じ

た
い
の
で
し
ょ
う
。

　

次
に
お
葬
式
に
つ
い
て
の
迷
信

を
お
話
し
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

お
葬
式
で
は
遺
族
は
黒
い
服
を
着

ま
す
。
一
年
が
過
ぎ
た
ら
、
そ
の

黒
い
服
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
も
し
捨
て
な
か
っ
た
ら
、

家
族
の
だ
れ
か
に
不
幸
が
起
こ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
日

本
で
は
霊
柩
車
が
通
り
過
ぎ
る
と

き
、
親
指
を
隠
し
ま
す
。
親
指
と

い
う
字
を
漢
字
で
書
く
と
分
か
る

よ
う
に
、
「
親
」
で
す
か
ら
、
「
両

親
を
死
か
ら
守
る
」
と
い
う
意
味

で
、
親
指
を
隠
す
の
で
す
。

　

大
切
な
人
が
い
な
く
な
る
と
、

辛
い
の
は
だ
れ
で
も
同
じ
で
す
。

で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
大
切
な
人

を
守
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。
こ

の
迷
信
は
そ
ん
な
気
持
ち
か
ら

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

人
生
に
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
こ
と
や
、
病
気
・
事
故
・
死
な

ど
、
起
こ
っ
て
ほ
し
く
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
考
え
出
す

と
、
怖
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
れ
で
迷
信
を
信
じ
て
も
、

未
来
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
大
晦
日
に
お
金
を
ま
い
て
、

丸
い
果
物
を
食
べ
て
も
新
年
は
い

つ
も
と
同
じ
だ
し
、
霊
柩
車
を
見

て
、
親
指
を
隠
さ
な
く
て
も
親
は

死
に
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
私
は
、
迷
信
は
い
ら
な

い
、
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
迷
信
は
、
私
た
ち
に

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
、
ど
う

や
っ
て
頑
張
れ
ば
い
い
の
か
を
、

考
え
さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

　

迷
信
は
自
分
た
ち
の
文
化
の
一

部
だ
し
、
迷
信
は
人
生
で
だ
れ
が

大
事
か
、
何
が
重
要
か
、
私
た
ち

に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
し

か
し
迷
信
は
未
来
で
何
が
起
こ
る

か
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
日
頃
か
ら
、
あ
な
た
が
大
切

な
人
に
ど
れ
だ
け
思
っ
て
い
る

か
、
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

さ
ら
に
、
迷
信
は
私
た
ち
に
素

直
に
希
望
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し

て
く
れ
ま
す
。
希
望
が
な
い
と
、

私
た
ち
の
人
生
は
も
っ
と
大
変
に

な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
も
自
分

の
国
の
迷
信
を
思
い
出
し
て
、
そ

れ
が
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

社
会
人
部
門

　
　
　
　

第
１
位　

　

協賛いただいた企業様　　　　　　

ABENDAN　NIPPONGO　CENTER

ADVANCED WORLD SYSTEMS, INC.

ALLIANCE SOFTWARE, INC.

ASTRO SHIPMANAGEMENT CORP. 

BANRI NOODLE HOUSE

CONSULAR OFFICE OF JAPAN IN CEBU

DASH ENGINEERING PHILS., INC.

EPSON SOFTWARE ENGINEERING PHILS., INC.

INA MICRO OPTO CORP.

JAPAN AND CULTURAL CENTER,

EMBASSY OF JAPAN IN THE PHILIPPINES

JAPAN FOUNDATION

JCCI-CI

MOBILIA PRODUCTS, INC.

MURAMOTO AUDIO-VISUAL PHILS., INC.

NEC TELECOM SOFTWARE PHILS., INC.

OLYMPUS OPTICAL TECHNOLOGY PHILS., INC

PENTAX CEBU CORP.

TAIYO YUDEN PHILS., INC.

TAMIYA PHILS., INC.

TARGET ZERO

CONSUL. TOSHIO OKAJIMA

CONSUL. NAGATOSHI MIYAGAWA

CAPTAIN TAKESHI ISHIDA　　　　　　以上

Maria Rosal さん

ゴールデンウィーク
特別プロモ

日本で平均5万円を超えるホワイトニング
が、「セブ島通信」を持参で

２０％ＯＦＦ
通常15,000ペソ→12,000ペソ
さらに、歯石除去ケア無料です。

ホワイトニングは通常１～２時間程度で終了。
最新設備で一般治療、矯正、ホワイトニング

(032)505-6875
空港より5分のマリーナモール２階　 

10:00 - 19:00 日曜日休診

ワウ・セブ歯科医院 
Wow Cebu Dental Clinic

プロモ期限：3月１日～5月15日

VISA・MASTER利用可能

遊々亭 Yu-Yu TEi 
JAPANESE RESTAURANT 

遊々
亭ラ
ーメ
ン

200
ペソ

住所

#3 The Gallery,Juan Luna Ave,Kasambagan,Cebu City

電話 

営業時間 
昼：11:30-14:00 

夜：17:30-23:30 

(032)233-3093 

アヤラ＆ウォーターフロントホテル近く。「ギャラリーモール」内 

ランチメニューあり！

大好評！

激辛カレー

各種定食

カツどん

無添加スープのすっきり
「トンコツ鶏がらラーメン」と
「特製餃子」。
おつまみから新鮮刺身類まで、
是非お試しください！

• c  • c
(Document Translation).

(Procedures for Pension Benefits to a Filipino family)..

• c  • c
(Legal A dvice &  A ssistance).

SEC DTI (Mepz ) Mayor’s Permit

(D’ Tratou C ebu C o. L td.)
TEL: (032 340-4052 Lapu-Lapu City.

ebsite  www.cebu-mactan.jp/

2010  MAR.   VOL 115

広告募集中です。セブ島通信の印刷費は広告料金でまかなっています。ぜひご協力ください。

【広告料金】①　3 分の１　2 段　　800 ペソ
②　2 分の１　2 段　1,200 ペソ
③　3 分の 2 　2 段　1,600 ペソ
④　全幅　　　2 段　2,400 ペソ

【お願い】①　最低 3 ヶ月は継続して下さい。
②　この 3 号分は同一原稿です。
③　お支払いは前金原則です。
④　完成した原稿をご用意下さい。

【お申し込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032 － 343-8066
FAX：032 － 343-7663
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２
０
１
０
年
度

【
年
間
行
事
計
画
】　
　

４
月
１
０
日　
　
　

入
学
式　

４
月
２
４
日　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

５
月
８
日　
　
　

こ
ど
も
の
日

６
月
５
日　

 
 

全
校
体
育
授
業

７
月
１
０
日　

七
夕
・
星
空
観
察

１
０
月
１
０
日　

セ
ブ
大
運
動
会

１
２
月
１
８
日　

ク
リ
ス
マ
ス
会

１
月
８
日　
　
　

新
年
餅
つ
き

２
月
５
日　
　
　

節
分

３
月
５
日　
　
　

ひ
な
ま
つ
り

３
月
２
６
日　
　

卒
業
式

【
休
校
日
】

４
月
３
日
、
１
０
月
３
０
日
、

１
２
月
２
５
日
、
１
月
１
日　
　

　
　
　

年
間
授
業
日
数
４
８
日

補
習
校
へ
の
入
学

二
〇
一
〇
年
四
月
の
入
学
申
込
み

は
締
め
切
り
ま
し
た
。
現
在
、
本

邦
の
学
校
か
ら
セ
ブ
に
転
入
し
て

一
年
以
内
の
児
童
・
生
徒
の
み
入

学
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  
Since 1983, Cebu  J apanese

CJS
　だより

宇
宙
へ
の
冒
険　

　
　
　
　
　
　

川
村　

奈
生

天
の
川
が
見
え
た
。

人
工
衛
星
、
火
星
、

何
で
も
見
え
る
。

あ
の
青
い
の
が
地
球
だ
な
。

火
星
に
お
り
て
み
よ
う
。

あ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
。

火
星
人
だ
。

友
達
に
な
れ
る
か
な
。

こ
ん
に
ち
は
。
コ
ン
ニ
チ
ハ
。

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
あ
と
、

私
は
天
の
川
の
星
た
ち
と
、

水
遊
び
を
し
た
。

さ
よ
な
ら
を
し
た
あ
と
、

私
は
夢
か
ら
さ
め
て

地
球
に
も
ど
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
）
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Information
お知らせ

現在
小学部　　68 名
中学部　　20 名

　　計　　88 名

常勤講師　13 名
非常勤　　  5 名

か
き
ぞ
め

詩  

ポ
エ
ム

合格おめでとう

 JLPT 日本語能力試験

◆一級◆
神田優香
D アリス
◆二級◆
永田まい
伊原夢幻
◆三級◆
伊原瑠奈
澤田悠人

和田愛理菜
鈴木武志
神田育海

D 礼仁
◆四級
永野綾

今井北斗
田中優次

　

《
節
分
》　

２
月
６
日
（
土
）

節
分
は
児
童
に
人
気
の
あ
る
日
本
の
伝
統
行
事

で
す
。
中
学
生
か
ら
、
節
分
の
ゆ
ら
い
、
な
ぜ

豆
を
撒
く
の
か
？
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た

後
、『
鬼
は
外
、
福
は
内
』
の
か
け
声
に
合
わ
せ

て
元
気
に
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。

《
Ｍ
Ｊ
Ｓ
巡
回
指
導
》　

２
月
１
３
日

今
年
度
最
後
の
マ
ニ
ラ
日
本
人
学

校
の
先
生
に
よ
る
巡
回
指
導
授
業

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。　

通
常
の
模

範
授
業
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
な
ど
、
普
段
と
は

違
っ
た
授
業
内
容
に
、
補
習
校
の
児

童
生
徒
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
補
習
校
講
師
を
対
象

に
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
井
教
頭
先
生
に
よ
る
模

擬
授
業
（
授
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

の
実
地
研
修
）
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
セ
ブ
補
習
校
で
は
、
マ
ニ
ラ

日
本
人
学
校
の
協
力
を
得
て
、
毎
年

３
回
（
５
月
、
８
月
、
２
月
）
の
巡

回
指
導
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、
補

習
校
の
教
育
水
準
の
向
上
や
、
優
れ

た
教
材
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

《卒業式のご案内》
３月２７日（土）午前１１
時より、２００９年度のセ
ブ日本人補習授業校卒業式
を行ないます。中学部、お
よび小学部の卒業生の保護
者の方は、必ずご出席いた
だきますようお願いしま
す。

《入学式のご案内》
４月１０日（土）午前１１
時より２０１０年度のセブ
日本人補習授業校入学式を
行ないます。新入生は１０
時１５分からのオリエン
テーションがありますので
必ず保護者同伴でご出席く
ださい。（集合時間）は午
前１０時）

《パソコン寄贈》
２００９年度セブ補習校Ｐ
ＴＡ会より、デスクトップ
パソコンが寄贈されまし
た。学習プリントや資料の
作成のほか、授業で有効に
活用させていただきます。
ありがとうございました。

《ＪＳＬクラス新設》
２０１０年度より、従来の
教科書クラスに、日本語会
話レッスンの時間を取り入
れた（仮称）ＪＳＬクラス
を新設します。

上
段
右
か
ら
、
加
藤
龍
司
さ
ん
、
林
友
洋
さ
ん
、
梅
山

美
由
香
さ
ん
、
下
段
右
か
ら
永
井
り
こ
さ
ん
、
蝶
谷
貴

恵
さ
ん
、
長
田
さ
ゆ
り
さ
ん

マニラ日本人学校
からお便りが
届きました。

昨
年
、
１
１
月
に
修
学
旅
行
で
セ
ブ

補
習
校
を
訪
れ
た
マ
ニ
ラ
日
本
人
学

校
の
中
学
生
の
生
徒
さ
ん
か
ら
、
お

礼
の
手
紙
と
寄
せ
書
き
、
写
真
が
届

き
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
な
交
流

が
で
き
る
と
よ
い
で
す
ね
。
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麻
雀
に
関
し
て
は
前
に
も
書
い
た
は
ず
だ
が
、
こ
こ
に

改
め
て
思
い
出
す
ま
ま
に
綴
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

　

麻
雀
の
会
場
は
、
家
か
ら
車
で
十
分
足
ら
ず
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。
卓
を
囲
む
の
は
勿
論
全
員
日
本
人
ば
か
り
だ
。

の
一
つ
だ
。

　

こ
こ
で
は
冷
た
い
お
茶
と
か
温

か
い
お
茶
を
無
償
で
だ
し
て
く
れ

る
。
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
は
そ
れ
ら
を

飲
み
干
す
と
す
か
さ
ず
取
り
替
え

て
く
れ
る
。
そ
こ
に
は
経
営
者
の

心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

私
が
麻
雀
を
は
じ
め
た
の
は
い

ま
か
ら
７
２
年
前
の
昭
和
１
３
年

で
あ
る
。
朝
鮮
の
北
の
外
れ
か
ら

内
地
の
上
級
学
校
に
入
学
し
た
私

は
、
学
校
の
近
く
の
素
人
下
宿
に

居
を
構
え
た
が
、
そ
こ
の
主
は
遊

び
事
が
好
き
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
「
お
兄
ち
ゃ
ん
も
も
う
大
人

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
社
会
に
出

て
か
ら
役
に
た
つ
よ
う
に
な
ん
で

も
覚
え
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ

う
」
と
言
っ
て
な
に
も
知
ら
な
い

私
に
麻
雀
や
球
撞
き
を
教
え
、
自

分
の
休
み
の
日
に
は
私
を
相
手
に

し
て
そ
れ
ら
を
楽
し
む
の
で
あ
っ

た
。

　

元
来
遊
び
事
の
好
き
だ
っ
た
私

は
、
受
験
勉
強
か
ら
解
放
さ
れ
て

か
ら
は
そ
れ
ら
の
虜
に
な
り
、
学

業
そ
っ
ち
の
け
で
熱
中
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

戦
争
中
は
私
も
４
年
半
軍
に
召

さ
れ
て
い
た
が
、
中
支
の
大
隊
本

部
に
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
と
き

に
連
隊
長
が
前
線
視
察
に
来
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
麻
雀
が
好
き

だ
っ
た
連
隊
長
は
、
状
況
報
告
を

適
当
に
済
ま
せ
る
と
す
か
さ
ず
麻

雀
を
し
よ
う
と
言
い
だ
し
、
私
は

喜
ん
で
お
相
手
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
も
の
だ
。
私
は
す
っ
か
り
連
隊

長
の
気
に
入
ら
れ
、
そ
れ
以
来
軍

務
の
う
え
で
は
随
分
楽
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
も
の
だ
。

　

終
戦
後
数
年
経
っ
た
昭
和
４
３

年
に
独
立
し
て
自
分
の
会
社
を
設

立
し
た
が
、
仕
事
が
終
る
と
会
社

の
従
業
員
や
同
業
者
の
好
き
な
連

中
を
集
め
て
は
毎
週
の
よ
う
に
麻

雀
を
し
た
。
そ
れ
は
２
５
年
も
続

い
た
。

　

平
成
４
年
に
会
社
を
閉
じ
て
年

金
生
活
に
入
っ
て
か
ら
は
１
７
年

間
麻
雀
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

が
、
去
年
こ
の
地
に
来
て
か
ら
再

び
麻
雀
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

久
し
振
り
の
こ
と
と
て
巧
く
で
き

る
か
ど
う
か
と
心
配
し
た
が
、
な

ん
と
か
つ
い
て
い
け
て
い
る
。
し

か
し
長
い
間
牌
を
手
に
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
感
が
戻
ら
ず
、
負
け

続
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
暇
を
持

て
余
し
て
い
る
私
は
止
め
よ
う
と

い
う
気
に
は
な
れ
な
い
。

　

わ
が
家
に
い
て
も
常
に
メ
ー
ド

や
運
転
手
と
は
英
語
で
会
話
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
も
英
語
を

遣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

が
麻
雀
を
し
て
い
る
と
き
に
は
日

本
語
で
思
う
存
分
に
話
合
う
こ
と

が
出
来
、
今
ま
で
の
鬱
積
し
て
い

た
気
が
解
放
さ
れ
た
よ
う
で
い
い

気
分
に
な
る
。

　

セ
ブ
日
本
人
会
で
は
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
た
め
に
、
今
年
、

野
球
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
ボ
ー
リ
ン
グ
・
運
動
会
・

球
撞
き
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
計
画
し
て
い
る
よ
う
だ
。
若
い

こ
ろ
な
ら
ば
喜
び
勇
ん
で
参
加
し

た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
年
に
な
っ

て
は
肉
体
的
に
無
理
な
の
で
残
念

な
が
ら
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
。
た

だ
し
球
撞
き
だ
け
は
老
人
で
も
充

分
出
来
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

  

地
で
ビ
リ
ヤ
ー
ド
と
言
え
ば
プ
ー

ル
（
日
本
で
言
え
ば
ポ
ケ
ッ
ト
）

だ
ろ
う
。
プ
ー
ル
の
経
験
の
な
い

私
だ
が
、
四
つ
球
で
あ
れ
ば
参
加

し
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
な
い
が
参
加
す

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
っ

て
・
・
・
。

　

と
に
か
く
楽
し
い
日
々
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
る
の
は
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
。

　　

卓
を
囲
ん
で
い
る
と
き
に
は

自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
お
互
い

に
あ
ま
り
語
り
合
わ
な
い
が
、

全
員
が
理
知
的
な
い
い
方
ば
か

り
だ
。

　

私
を
は
じ
め
仲
間
た
ち
は
勝

ち
負
け
よ
り
も
ゲ
ー
ム
を
楽
し

む
と
い
う
雰
囲
気
で
あ
る
。
私

は
週
に
三
回
も
す
る
こ
と
が
あ

る
。

　

麻
雀
は
一
回
（
半
チ
ア
ン
で

六
回
）
に
つ
き
だ
い
た
い
七
時

間
ぐ
ら
い
か
か
る
が
、
九
〇
歳

に
な
る
私
は
ぜ
ん
ぜ
ん
疲
れ
を

感
じ
な
い
。
そ
れ
を
見
た
仲
間

た
ち
は
、
「
門
脇
さ
ん
が
こ
の
年

に
な
る
ま
で
麻
雀
を
続
け
、
し

か
も
疲
れ
を
感
じ
な
い
の
は
驚

異
的
だ
。
我
々
も
門
脇
さ
ん
を

目
標
に
し
よ
う
」
と
話
し
合
っ

て
い
る
。

　

昼
食
と
夕
食
も
そ
こ
で
摂
る

の
で
、
今
日
は
な
ん
に
す
る
か

を
考
え
る
の
も
大
き
な
楽
し
み

　私はこの度、日本の会社をリタイヤし、友人と４人
でゴルフ、ダイビングなどを楽しむためにマクタンの
アパートを借り長期滞在の目的で来た者でございます。
私のゴルフの友人に２月の初め、セブ日本人会に誘わ
れて入会させていただきました。
　２月７日の朝、風邪のような症状があり体が熱っぽ
く寒気がして測ってみたところ３９度もあり症状が次
第にひどくなってしまいました、アパートのオーナー
に病院に行って診察するべきだと勧められてセブドク
タース病院に行き診察を受けたところ、デング熱の疑
いありとのことで即入院となってしまいました。

　高熱でもともかく点滴を取り付け血小板が下がり重
症症状の中で苦しむこと２日間
もとより私も言葉がよくわからず、看護婦の言うこと
も理解に苦しんで困っておりました。

　また友人に言われて日本人会に電話してもらいまし
たところ、早速会長がお出でいただきデング熱に対処
する方法と病気と病院のコーディネターがいることの
説明を受けました。
　会長はその場で日本人会の献血委員に連絡しB型
の用意を指示してくれ、一安心しまた午後になって病
院の日本人コーディネターの五十嵐さんが来ていただ
き更に詳しく説明をしていただき病気の現状、治療、
処方箋、会計処理、事後の保険金の返還説明など細か
くご説明を受け病気での苦しい中で心温まる思いでご
ざいました。

　お陰さまで５日間で輸血することもなく無事退院す
ることが出来ました。
　海外での病気の不安と苦しみの中で、セブ日本人会、
友人の方にご親切と素早いご協力、を頂き何とお礼申
し上げればよいのかわかりませんがこの紙面をお借り

して皆様のご親切に感謝する次第でございます。
　セブ在住の皆様、もとより蚊が媒介する病気は南
国にありがちです、半ズボンで活発に行動している
御仁の方々、まさか私がデング熱になどならないと
思っている方、私はなってしまった立場から “油断
は禁物” ですと発信します。

セブ日本人会の今後の発展をお祈りします、今後と
もよろしくお願い申し上げます。

デング熱，快気御礼　
　鹿間　武雄

◆ ◇ ◆ ◇

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
肉
好
き
で

あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
け
ば

豚
・
鶏
・
ヤ
ギe

t
c

何
で
も
あ

り
ま
す
が
、
一
番
流
通
し
て
い

る
の
は
や
は
り
豚
肉
で
す
。

　

こ
ち
ら
の
豚
肉
は
、
世
界
有

数
の
健
康
志
向
国
民
で
あ
る
日

本
人
に
と
っ
て
は
ど
う
な
ん
で

し
ょ
う
か
？

　

一
般
論
で
す
が
、
脂
肪
分
が

多
い
の
で
シ
ャ
ブ
シ
ャ
ブ
や
鉄

板
焼
き
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
感

じ
で
す
。
調
理
次
第
で
は
、
何

と
か
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
わ

け
で
す
が
、
そ
れ
で
も
日
本
の

豚
肉
に
比
べ
た
ら
今
一
の
感
が

し
ま
す
。

　

鹿
児
島
の
「
鹿
籠
豚
」
ブ
ラ

ン
ド
に
代
表
さ
れ
る
黒
豚
で

育
っ
た
私
も
、
移
住
以
来
こ
ち

ら
の
豚
肉
に
慣
ら
さ
れ
て
久
し

く
「
美
味
し
い
豚
肉
」
の
味
覚

を
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
つ
い

最
近
「
鹿
籠
豚
」
に
も
劣
ら
な

い
美
味
し
い
豚
肉
に
出
会
い
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

日
本
で
開
発
さ
れ
た
家
畜
用
の

酵
母
菌
配
合
飼
料
の
販
売
促
進

の
た
め
に
セ
ブ
在
住
の
高
山
氏

が
、
現
在
セ
ブ
島
の
北
部
ボ
ル

ボ
ン
で
同
飼
料
を
使
っ
て
試
験

飼
育
し
て
い
る
豚
肉
が
そ
れ
で

す
。

　

先
日
、
日
本
人
会
の
理
事
と

補
習
校
の
先
生
達
と
の
懇
親
会

が
あ
り
、
そ
こ
に
高
山
氏
を
お

呼
び
し
て
試
食
と
い
う
形
で
そ

れ
を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
奥
様
方

に
も
大
好
評
で
、
持
参
頂
い
た

豚
肉
は
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り

切
れ
と
い
う
状
況
で
し
た
。

さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
尚
且
つ

ジ
ュ
ー
シ
ー
更
に
は
甘
さ
に
も

似
た
食
感
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

や
ら
こ
の
「
酵
母
菌
配
合
飼
料
」

に
秘
訣
が
あ
り
そ
う
で
す
。
こ

れ
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、

腸
内
が
活
性
化
し
免
疫
力
が

増
大
す
る
の
で
健
康
な
豚
が
育

つ
・
・
・
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
？

　

更
に
飼
育
豚
が
ス
ト
レ
ス
を

受
け
な
い
よ
う
に
豚
舎
囲
い
込

み
で
は
な
く
、
屋
外
で
の
運
動

も
さ
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

懸
案
は
未
だ
試
験
飼
育
の
段

階
な
の
で
、
供
給
が
需
要
に
追

い
つ
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に

「
マ
ニ
ラ
新
聞
セ
ブ
支
局
」
の

喫
茶
室
で
販
売
と
い
う
か
予
約

分
を
お
渡
し
す
る
予
定
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
欲
し
い
方
は

電
話
予
約
さ
れ
た
が
い
い
で
す

（
０
３
２
・
４
３
２
・
９
２
６
０
）

　

値
段
は
通
常
よ
り
若
干
高
め

で
す
が
、
一
度
食
べ
た
ら
友
達

に
教
え
た
く
な
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
・
・
・
？

　

日
本
人
会
理
事
：
新
留
育
雄

美
味
し
い

　
　
　

 

は

い
か
が
で
す
か
？

麻
雀
を
楽
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇　

椿
峨
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姑
の
夫
が
亡
く
な
っ
た
。
い
や
、
正
確
に
は
「
夫
」
で
は
な
い
。

正
式
に
結
婚
は
し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
夫
の
父
親
で
も
な
い
。

ま
ぁ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
私
に

は
何
の
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
は
い
か
な
い
の
も

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
か
ら
で
あ
る
。に

は
、
私
か
ら
預
か
っ
た
授
業
料

ま
で
「
貸
せ
！
」
と
言
っ
た
そ
う

で
、
先
生
、
困
り
果
て
て
私
を
呼

び
出
し
た
、
と
い
う
わ
け
。

　

「
す
み
ま
せ
ん
。
」
と
未
納
分
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
そ
の
場
で
す
ぐ
に

払
い
、
帰
っ
て
き
て
姑
に
、
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
、
払
っ
て
い
る
よ
ね
？
」

と
、
本
当
は
聞
く
ま
で
も
な
い
こ

と
を
聞
い
て
み
た
ら
、
「
払
っ
て

い
る
。
な
ん
で
？
」
と
、
あ
く
ま

で
し
ら
ば
っ
く
れ
る
気
で
あ
る
。

今
、
学
校
の
先
生
に
呼
び
出
さ
れ

て
、
な
ん
て
こ
と
は
私
も
あ
え
て

言
わ
ず
、
「
別
に
。
」
と
、
そ
の
話

は
終
わ
り
に
し
た
。

　

決
し
て
、
お
金
が
有
り
余
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
わ
ざ

わ
ざ
こ
ち
ら
か
ら
「
お
金
、
い
る

の
？
」
と
は
聞
か
な
い
で
い
た
ほ

う
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
無
難
で

あ
る
。
姑
か
ら
こ
れ
こ
れ
こ
う
い

う
わ
け
で
お
金
が
必
要
で
あ
る
、

と
相
談
を
さ
れ
た
ら
考
え
な
く
も

な
い
が
。

　

と
、
あ
く
ま
で
知
ら
ん
顔
を
し

て
い
た
あ
る
夜
、
仕
事
か
ら
戻
る

と
、
子
供
た
ち
だ
け
し
か
い
な
い
。

「
ロ
ラ
（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）
は
？
」

と
、
聞
く
と
「
○
○
（
姑
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
名
前
）
が
死
ん
じ
ゃ
っ

た
か
ら
当
分
、
来
な
い
っ
て
。
」
と
、

ケ
ロ
リ
と
答
え
る
。
驚
い
て
親
戚

連
中
か
ら
情
報
を
集
め
る
が
、
み

ん
な
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
、
と

言
う
。
ど
う
や
ら
６
歳
の
息
子
だ

け
に
言
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。

　

し
か
し
、
亡
く
な
っ
た
と
な
れ

ば
、
こ
れ
ま
た
お
金
が
か
か
る
の

で
、
い
く
ら
何
で
も
姑
か
ら
そ
の

う
ち
何
ら
か
の
相
談
が
あ
る
だ
ろ

う
と
待
っ
て
い
た
が
、
い
つ
に

な
っ
て
も
何
も
言
っ
て
こ
な
い
。

し
ば
ら
く
経
っ
た
あ
る
日
、
そ
の

辺
を
歩
い
て
い
た
ら
近
所
の
人
に

呼
び
止
め
ら
れ
、
「
お
宅
の
お
義

母
さ
ん
、
さ
っ
き
、
ウ
チ
に
来
て

お
金
、
貸
し
て
く
れ
っ
て
来
た

よ
。
」
と
言
わ
れ
た
。
え
？
さ
っ

き
？
ウ
チ
に
は
顔
も
見
せ
な
い
の

に
？

　

こ
ち
ら
の
人
は
、
よ
く
「
恥
ず

か
し
い
」
と
言
う
。
恥
ず
か
し
い

か
ら
な
か
な
か
自
分
か
ら
「
お
金

を
貸
し
て
。
」
と
は
言
え
な
い
と
、

い
よ
い
よ
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
状

況
に
な
り
時
間
の
余
裕
も
な
い
ま

ま
「
今
す
ぐ
に
貸
せ
。
」
と
言
い

に
来
る
人
に
、
ど
う
し
て
も
っ
と

早
く
言
わ
な
い
ん
だ
と
文
句
を
言

う
と
、
ま
る
で
こ
っ
ち
が
悪
い
か

の
よ
う
に
答
え
る
。

　

姑
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
を
使
い
込

む
こ
と
は
恥
ず
か
し
く
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
に
面

と
向
か
っ
て
「
金
を
貸
せ
。
」
と

は
、
恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
い
ら

し
い
。
ま
ぁ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
亡

く
し
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
、
今
回

は
こ
ち
ら
か
ら
援
助
を
し
て
あ
げ

る
こ
と
に
し
よ
う
。
と
、
姑
を
探

す
が
す
で
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
の
こ
と
。
明
日
が
葬
式
だ
そ
う

だ
が
、
金
の
工
面
が
で
き
な
く
て

困
っ
て
い
る
、
と
近
所
の
人
に
泣

き
つ
い
た
そ
う
だ
。
仕
方
が
な
い

の
で
、
親
戚
の
（
信
頼
の
で
き
る
）

叔
母
さ
ん
に
、
金
を
届
け
さ
せ
た
。

　

数
週
間
後
、
何
事
も
な
か
っ
た

よ
う
に
、
姑
が
顔
を
出
し
た
。
お

金
が
届
い
た
か
確
認
を
し
た
ら
、

頷
く
だ
け
で
感
謝
の
言
葉
も
言
え

な
い
ほ
ど
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
ら

し
い
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
が
亡
く
な
っ
た
の

だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
通
う
必
要
も

な
い
と
、
我
が
家
で
暮
ら
し
始
め

た
姑
で
あ
る
が
、
夜
な
夜
な
ど
こ

か
へ
出
か
け
て
行
く
。
ま
た
新
た

な
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
で
あ
ろ
う

か
？
ち
な
み
に
姑
、
年
齢
は
不
詳

で
あ
る
。
年
齢
を
問
う
と
「
６
０

歳
！
」
と
自
信
を
持
っ
て
答
え
る

が
、
そ
れ
は
私
が
夫
と
結
婚
す
る

前
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
私
た

ち
が
結
婚
を
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ

１
０
年
を
迎
え
る
が
…
。

　

 

よ
ろ
ず
相
談
室

◆
お
仕
事
で
お
困
り
の
方

◆
比
人
妻
と
の
ト
ラ
ブ
ル

◆
お
子
さ
ん
の
認
知
や
国
籍

◆
ビ
ザ
や
労
働
許
可
証

◆
事
業
開
始
、
会
社
設
立
な
ど
で

お
困
り
の
方
々
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

日
本
人
会
員
は
勿
論
、
会
員
外

の
方
で
も
日
本
人
な
ら
結
構
で
す

か
ら
、
ご
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ
。

①
場
所
・
・
ま
に
ら
新
聞
セ
ブ
支

局
内
図
書
室
喫
茶
「
カ
フ
ェ
・
ア

ク
ラ
タ
ン
」
、
日
本
人
会
の
あ
る

ビ
ル
の
１
階
。

電
話
・
３
４
３
－
８
９
１
１

②
日
時
・
・
毎
週
土
曜
日
午
前

１
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

③
予
約
・
・
な
く
て
も
構
い
ま
せ

ん
が
予
約
電
話
が
ベ
タ
ー
で
す
。

電
話
・
３
４
３
－
７
６
６
２
（
セ

ブ
日
本
人
会
）

日
本
語
で
の
お
問
い
合
わ
せ　

0
9
1
5
-
3
4
3
-
6
7
3
0

④
相
談
者
・
・
元
会
長　

岡　

昭

の
み
（
滞
比
延
べ
３
０
年
）

無

料

お

知

ら

せ

　

姑
は
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
？
）

と
少
な
く
と
も
私
が
夫
と
結
婚

す
る
前
か
ら
別
の
場
所
で
暮
ら

し
て
い
た
。
だ
か
ら
ウ
チ
に
子

供
の
面
倒
を
見
に
来
て
く
れ
る

の
は
通
い
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
時
、
ウ
チ
で
一
緒
に
暮

ら
せ
ば
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
も
、
一
つ
屋

根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
た
時
期

も
あ
っ
た
が
、
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
、
私
に
５
０
０
ペ
ソ
借
り

た
ま
ま
、
い
つ
の
間
に
か
我
が

家
か
ら
い
な
く
な
り
、
そ
し
て
、

姑
も
ま
た
い
つ
の
間
に
か
通
い

と
な
っ
た
。

　

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
病
気
で

あ
る
と
聞
い
た
の
は
、
姑
の
口

か
ら
で
は
な
く
、
子
供
の
学
校

の
先
生
か
ら
で
あ
っ
た
。
あ
る

日
、
先
生
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、

学
校
に
行
く
と
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

が
数
か
月
分
未
納
で
す
。
」
と
、

言
わ
れ
た
。
毎
月
、
き
ち
ん
と

払
っ
て
い
る
つ
も
り
で
い
た
の

で
、
驚
い
た
。
す
る
と
、
先
生

「
お
宅
の
お
義
母
さ
ん
が
、
払
っ

て
く
れ
な
い
の
で
す
。
」
と
言
う
。

　

子
供
の
学
校
へ
の
送
り
迎
え

は
、
姑
が
や
っ
て
い
る
。
な
の

で
、
学
校
の
支
払
い
な
ど
も
、

す
べ
て
姑
を
通
し
て
い
た
。
そ

れ
を
姑
は
、
「
夫
が
病
気
だ
か

ら
。
」
と
先
生
に
は
渡
さ
な
か
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
挙
句
の
果
て

私
の
マ
ー
ヨ
ン
な
ご
近
所水

野

離陸から着陸まであなたの操縦で、
日本人インストラクターが同乗です。
１名様より受付…２５,０００円　
同乗者…　５.０００円

●Ａコース（所要時間４５分）
チョコレートヒルと珊瑚礁を上空から満喫！
たまに無重力体験できるかも？
１０,０００円／１名様（２名以上）

●Ｂコース（所要時間３時間）
バンタヤン、サンタフェ空港往復
サンタフェビーチの白い砂浜で軽食付き
現地交通費込み
２０,０００円／１名様（２名以上）

●Ｃコース（所要時間４時間）
ボホール島ターシャ見学ツアー
ロボックリバークルーズ、軽食付き
珊瑚礁とチョコレートヒル見学
２５,０００円／１名様（２名以上）

セブは今日も紺碧の空

眼下の海はコバルトブルーとエメラルド

白く取り巻く珊瑚礁　Clear for take off ◆遊覧飛行◆

◆体験操縦◆

日本人インストラクターで４０時間。
最短２１日間、ローカル受付中。
日本では８００万円かかります。

◆操縦訓練◆

日本語で、携帯電話へどうぞ
０９１８－９１２－３２３３（石田）
０９２９－２８５－６２４６（櫻井）

セブ・マクタン空港内
ゼネラルアビエーション地区２０番

TEL：（０３２）３４０－９３１４
FAX：（０３２）３４０－９３４５

http://www.cebutop.com
（セブ日本人会、商工会議所会員）

”エアーチャーター”

セブトップ 
Cebutop

セブトップ

　

今
回
編
集
を
担
当
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
忠
内
で
す
。

　

僕
は
、
セ
ブ
の
隣
ド
ゥ
マ

ゲ
ッ
テ
ィ
に
青
年
海
外
協

力
隊
の
水
泳
隊
員
と
し
て
に

2
0
0
2

年
に
赴
任
後
、
セ
ブ
で

前
々
セ
ブ
島
通
信
編
集
長
の

薬
丸
さ
ん
の
会
社
で
修
行
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
３
年

前
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
２
人
で

セ
ブ
ポ
ッ
ト
を
起
業
し
ま
し

た
。

　

自
称
「
セ
ブ
応
援
団
長
」
の

根
っ
か
ら
の
セ
ブ
好
き
で
す
。

　

僕
は
本
業
で
もI

T

部
門
担

当
で
、
編
集
は
苦
手
な
の
で
、

セ
ブ
ポ
ッ
ト
編
集
部
が
共
に

紙
面
づ
く
り
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

縦
書
き
、
白
黒
の
編
集
に
戸
惑

い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
ス
タ

イ
ル
を
生
か
し
つ
つ
、
読
み
や

す
さ
を
重
視
し
た
紙
面
づ
く

り
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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投
稿
記
事
募
集

　

セ
ブ
島
通
信
で
は
、
会
員

各
位
か
ら
の
投
稿
記
事
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
題
材
は
公

序
良
俗
に
反
し
な
い
モ
ノ
な

ら
何
で
も
結
構
で
す
。

　

例
え
ば
「
わ
が
町
紹
介
」「
私

の
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
」

「
私
の
健
康
法
」
「
セ
ブ
で
の

医
療
体
験
」
な
ど
な
ど
。
画

像
並
び
に
デ
ー
タ
等
を
添
付

し
て
頂
け
れ
ば
更
に
有
り
難

い
で
す
。

　

セ
ブ
島
通
信
は
「
会
員
の

会
員
に
よ
る
会
員
の
た
め
の

会
誌
」
を
目
指
し
ま
す
。

編

集

後
記


